
背景
テレワークの普及や⼀⼈暮らしの増加などを背景にメンタル不調をきたすケー
スが増加しておりますが、特にうつ病は⽇常⽣活への深刻な被害があり、重症
になるほど治療が困難となるため、症状を早期に発⾒する技術の実現が求めら
れています。

成果の概要
⽇常⽣活の中からうつ症状をいち早く検出し、早期対処を促すことができるAI
技術の実現をめざし、特定の質問に反応する際の声や表情の反応から、うつ病
の主症状である抑うつ気分を簡易に検出することができる技術の創出に取り組
んでいます。

技術のポイント
メディア処理技術を活⽤し、声や表情の反応から抑うつ気分を検出

抑うつ気分が表出しやすい発話タスクの選定

⼩規模データからの⾼精度な検出モデル学習の検討

この研究がもたらす未来
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E49 声や表情からうつ病の疑いがある⼈を早期発⾒し、早期治療を促すメンタルヘルス
サービス実現をめざします
うつ症状検出技術の実現に向けた取り組み

脳や⾝体の情報で個を⽀えるテクノロジー
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スマートウォッチなどの簡易なデバイスで日常の生活を常に見守り、必要なメンタルケアの早期対処を促すことで、
メンタル不調の予防や早期回復に貢献するエージェントサービスを実現します。




